




























































































































































































































































































































＋形＋音 ＋形－音 －形＋音 －形－音
誤答率
（SD）
0.83
（3.30）
1.70
（4.51）
4.99
（7.57）
1.70
（4.51）
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あっても，意味処理がより高速に行われたと推測さ
れる。２言語間で共有される形態表象の活性化に
よって，音韻類似性の低い単語でも音韻表象が活性
化し，音韻類似性の高い単語と類似する処理過程で
口頭翻訳が行われたと解釈される。
　L1としての中国語単語の聴覚的処理過程を検討
した本研究では，形態類似性と音韻類似性の両方に
おいて促進効果が見られた。一方，L2としての日
本語単語の聴覚的処理過程を検討した費（2015b）
では，形態類似性の促進効果と音韻類似性の抑制効
果が見られた。形態類似性の促進効果は，呈示モダ
リティ（視覚，聴覚）や処理方向（L1の入力から
始まる条件，L2の入力から始まる条件），そして日
本語の習熟度（中級，上級）の違いによる影響を受
けず，一貫して観察される頑健な現象である。それ
に対し，音韻類似性の効果は，複数の条件からの影
響を受けやすく，促進効果が生じたり，抑制効果が
生じたりすることがある。そこで，先行研究及び本
研究の結果をふまえ，音韻類似性の効果について考
える。
　中級の学習者が中国語や日本語の漢字単語を聞い
て処理する際，２言語間の音韻表象は強い連結で活
性化する。中国語の音韻表象と比べ，日本語の音韻
表象は形成度が低いため（松見他，2012），中国語
の音韻表象の活性化が優位であると考えられる。こ
の活性化の不均衡現象が，音韻類似性の効果の出方
に影響を与えることが推測される。L1単語の音韻
処理において，音韻類似性が高い単語の場合，中国
語単語の音声情報の入力直後に，中国語の音韻表象
だけでなく日本語の音韻表象も活性化し，そこから
概念表象への意味アクセスがなされ，中国語の音韻
表象からの意味アクセスと同時的に並行することに
よって，正確な意味処理がより高速に行われると考
えられる。一方，L2単語の音韻処理において，音
韻類似性が高い単語の場合，日本語の音韻表象が活
性化すると同時に中国語の音韻表象も活性化し，そ
こから概念表象への意味アクセスがなされ，日本語
の音韻表象からの意味アクセスと継時的に並行する
ため，正確な意味処理に比較的時間がかかると考え
られる。
　聴覚呈示事態による口頭翻訳課題を用いた本研究
の結果は，中国語から日本語への単語処理過程にお
ける形態類似性の促進効果に関して，視覚呈示事態
による読み上げ課題を用いた先行研究の結果（松見
他，2014）と一致する。しかし，音韻類似性の促進
効果については，松見他（2014）の結果と一致しな
い。中国語を L1とする中級の日本語学習者の心内
辞書は，視覚か聴覚かという呈示モダリティと，ど
のような反応が求められるかという言語課題に依存
して，異なる働き方をする可能性が高いと言える。
５．まとめと今後の課題
　本研究では，L1である中国語の単語について，
L2である日本語の漢字単語を扱った先行研究とは
異なり，言語の産出を伴う処理過程を検討した。中
級の学習者を対象に，聴覚呈示事態を用いた口頭翻
訳課題を実施した結果，L1単語の理解過程に形態・
音韻類似性による促進効果が生じることが示され
た。音韻類似性の効果の出方が，中日２言語間の音
韻表象の活性化の不均衡現象に左右されるという点
で，本研究の結果は示唆に富む。様々な条件で一貫
して観察される形態類似性の促進効果に比べて，音
韻類似性の効果は複数の条件に左右される。そのこ
とをふまえ，今後の課題として，以下の２点を提示
する。
　１点目は，中級の日本語学習者を対象に，日本語
から中国語への口頭翻訳課題を用いた実験的検討を
行うことである。本研究では，実験結果について，
日本語単語の語彙判断課題を用いた研究結果（費，
2015b），及び中国語単語の読み上げ課題を用いた
研究結果（松見他，2014）との比較を行った。中日
２言語間の音韻表象の活性化による影響をより厳密
に調べるためには，日本語から中国語への口頭翻訳
課題を用いた研究と直接に比較する必要がある。日
本語から中国語への口頭翻訳過程を検討すること
は，理解過程における音韻表象の活性化による影響
だけでなく，産出過程における音韻表象の活性化に
よる影響も明らかにすることができる。
　２点目は，上級の日本語学習者を対象に，中国語
から日本語への口頭翻訳課題を用いた実験的検討を
行うことである。中級の学習者とは異なり，上級の
学習者では，L2である日本語の音韻表象の形成度
が高い。上級の学習者においても，中日２言語間の
音韻表象の活性化による不均衡現象が見られるのか
否かは，興味深い点である。上級の学習者を対象に，
中国語から日本語への翻訳過程を検討することによ
り，日本語から中国語への翻訳過程を検討した先行
研究（費，2015a）の結果とも，直接に比較するこ
とができる。
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　学習者の日本語習熟度と翻訳の方向性の２つの観
点から実験的検討を重ねることによって，中日２言
語間の心内辞書における音韻表象の活性化の様相が
より明瞭になるであろう。
注
１）中国国内の大学生を対象に，中国語単語の親密
度について調査を行った。調査参加者は，中国語
の漢字単語が記載されている冊子が配付され，そ
れらの単語が普段に自分がどの程度使われている
かを，「（1）全然使っていない」から「（7）非常
に使っている」までの７段階で評定するように求
められた。本研究の材料選定では，この調査資料
に基づき，平均評定値を用いて中国語単語の親密
度を統制した。
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